
　
私
立
大
学
で
は
、
留
学
生
の
増
加
や
国
際
化
推
進
を
背
景
と
し
て
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
大
学
組
織
と
し
て
論

文
作
成
講
座
や
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
の
対
応
が
始
ま
り
、
現
在
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
授

業
外
で
多
様
な
日
本
語
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
日
本
語
支
援
の
拠
点
と
な
る
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
設
置
で
あ
る
。
留
学
生
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
り
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
学
び
合
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

　
二
つ
目
と
し
て
、
留
学
生
の
自
主
的
な
日
本
語
学
習
を
支
援
す
る
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。
学
術
論
文
の
執

筆
に
目
的
を
絞
っ
た
取
り
組
み
も
あ
る
。
外
国
人
留
学
生
が
日
本
語
で
論
文
を
作
成
す
る
と
き
、
専
門
用
語
や
独

特
な
形
式
に
戸
惑
い
、
非
常
に
苦
労
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
日
常
会
話
や
簡
単
な
レ
ポ
ー
ト
作
成
は
で

き
て
も
、
卒
業
論
文
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
専
門
的
な
論
文
を
作
成
す
る
に
は
、
改
め
て
日
本
語
を
学
習
を
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
本
特
集
は
、
各
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
紹
介
を
通
し
て
、
留
学
生
へ
の
学
習
面
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
情
報
共
有
の
機
会
と
し
た
い
。

特 集

留
学
生
に
対
す
る

学
習
面
で
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
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留
学
生
に
寄
り
添
う
日
本
語
自
律
学
習
支
援

寅
丸 

真
澄

●
早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

兵
庫
国
際
交
流
会
館
で
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援

―
神
戸
大
学
の
取
り
組
み

―

森
田 

耕
平

●
大
阪
府
立
大
学
客
員
研
究
員

大
学
院
に
お
け
る
留
学
生
支
援

―
明
治
大
学
の
日
本
語
論
文
作
成
支
援
を
中
心
に

―

外
池 

力

●
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
、
大
学
院
教
務
主
任

学
内
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
し
た
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
の
設
計

―
「
オ
ー
ル
立
教
」
の
取
り
組
み
が
留
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―

丸
山 
千
歌

●
立
教
大
学
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
異
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
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１　
留
学
生
の
増
加・
多
様
化
と
日
本
語
学
習
支
援

　

早
稲
田
大
学
の
国
際
化
は
着
実
に
進
み
、
２
０
１
８
年
度
に
は
、

世
界
１
２
５
の
国・

地
域
か
ら
訪
れ
た
７
９
４
２
名
の
外
国
人
留

学
生
（
以
下
、
留
学
生
）
が
学
ん
だ
。
多
様
な
背
景
や
言
語
を
も

つ
留
学
生
の
増
加
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
刺
激
的
な
知
的
交

流
と
異
文
化
体
験
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
留
学
生
の
増
加
と
多
様
化
に
伴
い
、
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
留
学
生
は
生
活
、
学
習
、

進
路
の
三
つ
の
面
で
問
題
を
抱
え
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
生
活
面

で
は
留
学
セ
ン
タ
ー
や
異
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、
学
習
面
で
は
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
進
路
面
で
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
い

う
よ
う
に
、
学
内
の
関
連
機
関
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
最
も
根
深
い
の
は
日
本
語
能
力
の
問
題
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
前
述
の
支
援
機
関
で
は
英
語
対
応
が
可
能
だ
が
、
事
前

予
約
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
い
つ
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
と

は
い
え
な
い
。
ま
た
、
英
語
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
留
学
生
で
さ
え
、

日
常
生
活
で
は
あ
る
程
度
の
日
本
語
能
力
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
中
枢
が
、
国
内

最
大
規
模
の
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（CJL

：Center for 
Japanese Language

）
で
あ
る
。
Ｃ
Ｊ
Ｌ
で
は
、
２
０
１
８
年

度
に
４
７
７
２
名
（
年
度
延
人
数
）
の
留
学
生
に
毎
週
６
５
０
コ

マ
の
多
様
な
日
本
語
科
目
を
提
供
し
て
い
る
。

２　
わ
せ
だ
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

　

Ｃ
Ｊ
Ｌ
は
、
本
学
の
日
本
語
教
育
の
中
枢
と
し
て
、
多
様
な
日

本
語
科
目
を
軸
に
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
日
本
語
授

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
直
接
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
を
完
備
す
る

特
集

留
学
生
に
対
す
る
学
習
面
で
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

留
学
生
に
寄
り
添
う
日
本
語
自
律
学
習
支
援

寅
丸 

真
澄
●
早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
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一
方
、間
接
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
、「
わ
せ
だ
日
本
語

サ
ポ
ー
ト
」
に
よ
る
日
本
語
自
律
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
わ
せ
だ
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
」
の
開
設
は
、
２
０
１
１
年
に
遡

る
。
こ
の
年
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
来
日
す
る
留
学
生
が
激

減
し
た
。
帰
国
す
る
留
学
生
も
増
え
、
新
学
期
の
授
業
開
始
が
延

期
さ
れ
る
な
か
、「
わ
せ
だ
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
」
は
、
日
本
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
留
学
生
の
た
め
の
支
援
機
関
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
日
本
語
自
律
学
習
支
援
機
関
は
稀
有
で

あ
り
、
現
在
も
時
折
見
学
者
が
訪
れ
る
。

　

開
設
の
目
的
は
、
留
学
生
の
日
本
語
学
習
に
関
わ
る
問
題
の
解

決
と
、
日
本
語
の
自
律
学
習
の
促
進
で
あ
る
。
Ｃ
Ｊ
Ｌ
が
他
大
学

に
先
駆
け
て
、
こ
の
よ
う
な
機
関
を
設
置
し
た
理
由
は
二
点
あ 

る
。
一
点
は
、
留
学
生
の
増
加
と
多
様
化
が
進
み
、
留
学
生
個
々

の
日
本
語
学
習
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
は
、
留
学
生
自
身
に
よ

る
学
習
内
容
や
学
習
方
法
の
選
択
、
管
理
が
必
要
に
な
っ
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
留
学
生
を
含
む
全
学
生
の
自
律
性
の

育
成
は
、
学
校
教
育
の
最
終
段
階
で
あ
る
高
等
教
育
機
関
の
最
重

要
課
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

３　
支
援
体
制
と
ス
タ
ッ
フ

　

現
在
、
Ｃ
Ｊ
Ｌ
の
留
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
内
に
あ
る
「
わ
せ
だ
日
本

語
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
毎
週
３
日
、
１
日
６
時
間
、
３
名
（
全
９

名
）
の
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
兼
ス
タ
ッ
フ
（
以
下
、
ス
タ
ッ
フ
）

に
よ
る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
学
の
留
学
生
は
誰
で
も
利
用
で
き
る
一
方
、
ス
タ
ッ
フ
は
日

本
語
教
育
研
究
科
を
中
心
と
す
る
大
学
院
生
で
あ
る
。
ま
た
、
留

学
生
の
ス
タ
ッ
フ
も
在
籍
し
て
お
り
、
複
数
言
語
に
よ
る
対
応
が

可
能
で
あ
る
。
留
学
生
と
同
じ
視
点
か
ら
、
時
に
は
同
じ
母
語
で

留
学
生
の
日
本
語
学
習
に
寄
り
添
う
と
い
う
支
援
の
あ
り
方
が
、

教
員
に
よ
る
授
業
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ピ

ア・

サ
ポ
ー
ト
は
留
学
生
の
心
理
的
障
壁
を
下
げ
、
ス
タ
ッ
フ
に

対
す
る
信
頼
感
を
抱
か
せ
る
。
支
援
を
信
頼
し
、
頻
繁
に
通
っ
て

く
る
留
学
生
や
、
相
談
事
項
が
な
い

の
に
顔
を
見
せ
る
留
学
生
も
い
る
。

　

一
方
、
ス
タ
ッ
フ
も
、
担
当
教
員

が
参
加
す
る
定
期
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

よ
る
情
報
交
換
や
研
修
に
加
え
、
自

主
的
に
勉
強
会
を
開
く
な
ど
、
日
本

語
教
育
や
自
律
学
習
に
つ
い
て
の
知

識
や
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ・

ス
キ
ル
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。「
わ
せ
だ
日
本

語
サ
ポ
ー
ト
」
は
、
留
学
生
と
ス
タ
ッ

特集 留学生に対する学習面での日本語サポート
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フ
双
方
の
学
び
の
場
で
あ
る
と
い
え
る
。

４　
多
様
な
活
動
内
容

　
「
わ
せ
だ
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
」
の
活
動
は
、
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ・

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
業
務
、
広
報
物
の
作
成
で
あ
る
。

　

ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ・
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
学
習
計
画
や
学
習
方
法

を
留
学
生
と
と
も
に
検
討
す
る
「
学
習
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
」、
日
本

語
の
文
法
や
語
彙
、
会
話
や
作
文
な
ど
の
質
問
や
相
談
に
応
じ
る

「
日
本
語
相
談
」、
教
科
書
や
教
材
、
ア
プ
リ
な
ど
を
説
明
、
紹
介

す
る
「
学
習
リ
ソ
ー
ス
の
紹
介
」、
相
談
内
容
に
応
じ
て
学
内
機
関

や
施
設
を
紹
介
す
る
「
関
連
機
関・

施
設
の
紹
介
」
の
四
つ
に
区

分
で
き
る
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
業
務
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ 

（Japanese-L
anguage 

Proficiency T
est

）
対
策

セ
ミ
ナ
ー
や
、
留
学
生
向
け

キ
ャ
リ
ア・

セ
ミ
ナ
ー
、

キ
ャ
リ
ア
個
別
相
談
会
、
修

了
生
か
ら
就
職
や
進
学
の
経

験
談
を
聞
く
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

関
係
各
所
と
連
携
し
つ
つ
、

留
学
生
に
寄
り
添
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
企
画・

運
営
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
留
学
生
の
日
本
語
学
習
を
動

機
付
け
、
日
本
語
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア・

パ
ス
を
示
す
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ・

セ
ッ

シ
ョ
ン
同
様
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
も
、
留
学
生
個
人
の
キ
ャ
リ
ア

と
い
う
視
点
か
ら
、
日
本
語
学
習

の
動
機
付
け
を
行
い
、
自
律
的
で

持
続
可
能
な
学
習
を
促
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
自
律
的
で
持
続
可
能
な
日
本
語
学
習
を
計
画・

促
進

す
る
た
め
の
「
わ
せ
だ
日
本
語
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」、
学
内
外
に
活

動
内
容
を
広
報
す
る
「
わ
せ
だ
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
を

毎
年
発
刊
し
て
い
る
。

５　
利
用
実
態
と
新
た
な
役
割

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
広
報
活
動
が
実
り
、「
わ
せ
だ
日
本
語
サ

ポ
ー
ト
」
の
利
用
者
は
増
加
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
は
セ
ン

タ
ー
所
属
学
生
の
ほ
か
、
７
学
部
14
研
究
科
２
９
５
名
の
留
学
生

が
利
用
し
た
が
、
本
年
度
は
半
期
で
そ
れ
を
上
回
っ
て
お
り
、
昨
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年
度
の
２
倍
以
上
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

２
０
１
８
年
度
の
所
属
別
利
用
者
割
合
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｌ
所
属
の
留

学
生
（
日
本
語
科
目
の
み
履
修
し
て
い
る
留
学
生
）
が
52
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
大
学
院
生
27
％
、
学
部
生
21
％
の
順
に
な
っ
て

い
る
。
利
用
者
の
相
談
内
容
と
し
て
は
、
通
年
で
は
「
書
く
」

（
17・

４
％
）、「
学
習
方
法
」（
12・

６
％
）、「
文
法
」（
11・

４
％
）、

「
学
習
計
画
」「
話
す
」（
各
９・

３
％
）
な
ど
、
４
技
能
や
学
習
管

理
に
関
す
る
相
談
件
数
が
多
い
。
た
だ
し
、
履
修
科
目
の
学
習
内

容
や
課
題
、
テ
ス
ト
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
、
相
談
内
容
は
変
化

す
る
。
ま
た
、
授
業
に
関
わ
る
相
談
の
ほ
か
、
携
帯
電
話
の
契
約

書
か
ら
研
究
計
画
書
や
エ
ン
ト
リ
ー・
シ
ー
ト
の
日
本
語
相
談
に

至
る
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
近
年
は
、
留
学
生
支
援
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
位
置

す
る
機
関
と
し
て
、
留
学
生
支
援
の
「
ハ
ブ
」
的
な
役
割
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
留
学
生
支
援
は
学
内
の
複
数
機
関

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
を
知
ら
な
い
留
学
生
の
多
く
が

「
わ
せ
だ
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
」
に
駆
け
込
ん
で
く
る
た
め
、
相
談
内

容
を
聞
い
て
適
切
な
機
関
を
紹
介
す
る
と
い
う
業
務
が
増
え
て
い

る
。
留
学
生
活
全
体
に
わ
た
る
、
留
学
生
と
留
学
生
支
援
機
関
を

つ
な
ぐ
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

６　
豊
か
な
留
学
生
活
を
目
指
し
て

　

留
学
生
支
援
は
、
生
活
や
学
習
、
進
路
と
い
っ
た
多
様
な
観
点

か
ら
多
元
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
役
割
を
担
う
学
内
支
援
機
関
が
、
留
学
生
の
学
生
生
活
を

豊
か
に
す
る
と
い
う
目
的
を
軸
に
「
留
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム
」
と

し
て
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
大
学
組
織
の
中
で
有
機
的
に
機
能
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

学
習
支
援
の
一
つ
で
あ
る
日
本
語
学
習
支
援
に
お
い
て
も
、
多

元
性
は
避
け
ら
れ
な
い
。
多
様
な
学
習
者
の
日
本
語
能
力
を
向
上

さ
せ
る
に
は
、
教
師
に
よ
る
授
業
と
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
、
教
室
内

と
教
室
外
、
集
団
と
個
人
、
直
接
支
援
と
間
接
支
援
と
い
う
よ
う

に
、
多
元
的
な
支
援
が
必
要
に
な
る
。

　

大
学
の
急
速
な
国
際
化
に
伴
い
、「
わ
せ
だ
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
」

の
「
日
本
語
自
律
学
習
支
援
」
の
重
要
性
も
日
々
増
し
て
い
る
。

大
学
組
織
に
お
け
る
多
元
的
な
留
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、

他
機
関
と
有
効
に
連
携
し
つ
つ
、
留
学
生
の
日
本
語
能
力
の
向
上

と
自
律
性
の
育
成
と
い
う
役
割
を
十
全
に
果
た
し
、
留
学
生
の
豊

か
な
留
学
生
活
に
貢
献
す
る
こ
と
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
い
え
る
。 
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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
兵
庫
国

際
交
流
会
館
（
以
下
、

会
館
）
に
お
い
て
２
０

１
７
お
よ
び
２
０
１
８

年
度
に
行
わ
れ
た
「
留

学
生
の
た
め
の
日
本
語

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
ラ
ボ
（
以
下
、

ラ
ボ
）」
と
称
す
る
留
学

生
対
象
の※学
習
支
援
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ

の
取
り
組
み
は
日
本
学

生
支
援
機
構
委
託
事
業
の
一
環
で
あ
り
、
委
託
を
受
け
た
神
戸
大

学
が
企
画・

運
営
を
担
っ
た
が
、
私
立
を
含
む
兵
庫・

神
戸
地
域

の
大
学
な
ど
の
留
学
生
を
広
く
対
象
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

留
学
生
一
般
に
対
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
の
一
事
例
と
し
て
、

実
施
の
概
要
と
結
果
、
お
よ
び
課
題
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

※ 

詳
し
く
は
森
田
耕
平
（
２
０
１
９
）「
兵
庫
国
際
交
流
会
館
に
お
け
る
留

学
生
に
対
す
る
日
本
語
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
」（『
神
戸

大
学
留
学
生
教
育
研
究
』
３
号
）
を
参
照
。
ま
た
、
同
種
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
２
０
１
９
年
度
以
降
も
継
続
中
で
あ
る
（https://g-navi.jp

）。

１　
実
施
の
背
景

　

日
本
学
生
支
援
機
構
が
所
有
す
る
会
館
は
、
留
学
生
が
居
住
す

る
寮
で
あ
る
と
と
も
に
、
居
住
者
以
外
も
利
用
可
能
な
多
目
的
ホ
ー

ル
、
研
修
室
な
ど
の
交
流・

学
習
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
施
設
で
あ

特
集

留
学
生
に
対
す
る
学
習
面
で
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

兵
庫
国
際
交
流
会
館
で
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援

―
神
戸
大
学
の
取
り
組
み
―

森
田 

耕
平
●
大
阪
府
立
大
学
客
員
研
究
員

図表１　兵庫国際交流会館の外観
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る
（
図
表
１
）。
２
０
１
６
～
２
０
１
８
年
度
に
、
会
館
を
国
際
交

流
拠
点
と
し
て
活
性
化
す
る
た
め
の
委
託
事
業
「
兵
庫
国
際
交
流

会
館
に
お
け
る
国
際
交
流
拠
点
推
進
事
業
」
を
、
兵
庫
県
内
の
大

学
な
ど
の
連
携
組
織
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
（
以
下
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
と
神
戸
大
学
国

際
連
携
推
進
機
構
国
際
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）

が
実
施
し
た
。
本
事
業
は
多
文
化
共
生
推
進
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
を
趣
旨
と
し
、
多
文
化
理
解
、
日
本
語
教
育
、
防
災
教
育
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
学
外
で
の
日
本
語
学
習
を
促
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
と
し
て
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

２　
取
り
組
み
の
概
要

⑴
　
目
的
と
理
念

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
目
的
は
、
第
一
に
、
日
本
語
に
よ
る
学
術

的
文
章
作
成
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
じ
た
留
学
生
へ
の
学
習

支
援
、
第
二
に
、
支
援
者
と
な
る
日
本
人
学
生
（
チ
ュ
ー
タ
ー
）

の
養
成
で
あ
る
。
留
学
生
が
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
な
ど
の
個
々
の

課
題
に
つ
い
て
、
指
導
教
員
に
よ
る
内
容
面
の
指
導
に
加
え
、
文

章
作
成
や
日
本
語
の
表
現
面
の
助
言
が
得
ら
れ
る
機
会
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
は
、
留
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
教
員
に
と
っ
て
も
有

益
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
タ
ー
が
文
章
作
成
と
そ
の
指
導
の

一
般
的
な
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ
と
は
、
専
門
を
超
え
て
、
キ
ャ
リ

ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
意

識
に
基
づ
き
、
企
画
に
際
し
て
は
、
所
属
や
課
程
、
専
門
を
異
に

す
る
留
学
生
が
自
由
に
利
用
で
き
、
チ
ュ
ー
タ
ー
が
一
貫
し
た
指

導
方
法
を
身
に
付
け
な
が
ら
支
援
を
行
え
る
仕
組
み
作
り
を
目
指

し
た
。

　

指
導
の
理
念
と
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
大
学
の
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
特
に
早
稲
田
大
学
の※実
践
を
参
考
に
し
た
。
そ

の
取
り
組
み
で
は
、「
書
き
手
が
、
自
ら
書
い
た
文
章
に
つ
い
て
責

任
を
持
つ
こ
と
を
支
援
す
る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
個
別
指

導
（
チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ
）
方
式
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
方

的
な
「
添
削
」
指
導
で
は
な
く
、「
書
き
手
の
意
図
を
尊
重
し
、
対

話
を
重
視
す
る
」「
文
章
を
直
す
の
で
は
な
く
、
書
き
手
を
育
て

る
」
と
い
っ
た
理
念
に
基
づ
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
指
導
方
法
に
関
し
て
は
、
早
稲
田
大
学
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ・

セ
ン
タ
ー
の
見
学
や
、
ス
タ
ッ
フ
を
招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
に

よ
っ
て
多
く
の
知
見
を
得
た
。

※ 
詳
細
に
つ
い
て
は
佐
渡
島
紗
織・

太
田
裕
子
編
（
２
０
１
３
）『
文
章

チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ
の
理
念
と
実
践

―
早
稲
田
大
学
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ・

セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み
』（
ひ
つ
じ
書
房
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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⑵
　
実
施
の
体
制

①�
　
期
間・

日
時・

場
所・

対
象　

委
託
事
業
の
性
質
を
反
映

し
、
放
課
後
に
学
外
で
実
施
し
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

【
期
間
】
12
週
～
13
週
×
２
期

【
日
時
】
平
日
３
日
間
、
18
～
21
時
、
各
日
45
分
×
３
コ
マ

【
場
所
】
兵
庫
国
際
交
流
会
館
１
階
の
学
習
ス
ペ
ー
ス

【
対
象
】
兵
庫
県
内
の
大
学
な
ど
の
留
学
生

②�

　
利
用
の
原
則　
「
領
域
を
横
断
し
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
過
程

に
お
い
て
指
導
す
る
」
と
い
う
理
念
に
即
し
て
、
文
章
の
種

類
や
専
門
、
段
階
を
問
わ
ず
、
支
援
の
対
象
と
す
る
。

【
文
章
の
種
類
】
日
本
語
で
書
か
れ
た
学
術
的
文
章
（
レ
ポ
ー

ト
、
発
表
資
料
、
論
文
、
研
究
計
画
書
な
ど
）。

【
文
章
の
準
備
】
構
成
、
下
書
き
、
仕
上
げ
な
ど
、
い
ず
れ

の
段
階
で
も
よ
い
。
書
き
手
は
印
字
し
た
文
書
を
持
参
。

【
予
約
制
】
ウ
ェ
ブ
か
ら
利
用
希
望
日
時
を
予
約
。

【
利
用
回
数
】
繰
り
返
し
利
用
可
。
原
則
と
し
て
１
日
１
コ

マ
ま
で
（
た
だ
し
空
き
が
あ
れ
ば
２
コ
マ
連
続
も
可
）。

　
　

な
お
、
担
当
チ
ュ
ー
タ
ー
の
固
定
や
指
名
は
行
わ
な
か
っ

た
。
同
じ
書
き
手
を
同
じ
チ
ュ
ー
タ
ー
が
担
当
す
る
と
は
限

ら
ず
、
１
回
45
分
完
結
で
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③�

　
規
模　

２
０
１
７
年
度
は
運
営
方
法
を
模
索
し
つ
つ
各
日

チ
ュ
ー
タ
ー
１
名
で
開
始
し
た
。
２
０
１
８
年
度
か
ら
１
日

に
複
数
の
チ
ュ
ー
タ
ー
が
勤
務
し
、
支
援
の
機
会
を
よ
り
多

く
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

【
２
０
１
７
前
後
期
】
チ
ュ
ー
タ
ー
３
名
、
週
９
コ
マ

【
２
０
１
８
前
期
】
チ
ュ
ー
タ
ー
８
名
、
週
16
コ
マ

【
２
０
１
８
後
期
】
チ
ュ
ー
タ
ー
９
名
、
週
27
コ
マ

④�

　
チ
ュ
ー
タ
ー
の
組
織　

チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
原
則
と
し
て
、

学
術
的
文
章
の
作
成
と
指
導
に
関
す
る
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
講
し
た
大
学
院
生
か
ら
募
集
し
、
神
戸
大
学
の
非
常
勤
職

員
と
し
て
雇
用
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
】
一
日
完
結
型
、
委
託
事
業
に
よ
り
実
施
。
他

大
学
の
学
生
、
教
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
参
加
。

【
講
義
】
神
戸
大
学
人
文
学
研
究
科
（
大
学
院
生
対
象
）
の

授
業
と
し
て
実
施
。

　

２
０
１
８
年
度
の
チ
ュ
ー
タ
ー
は
全
て
神
戸
大
学
所
属
、

研
究
科
は
人
文
学
、国
際
文
化
学
、経
済
学
、経
営
学
、
国
際

協
力
、
課
程
は
博
士
課
程
３
名
、
修
士
課
程
９
名
で
あ
っ
た
。

⑤�
　
広
報　

利
用
者
（
留
学
生
）
へ
の
周
知
は
、
ポ
ス
タ
ー
（
図

表
２
）
と
予
約
用
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
上
で
、
次
の

経
路
で
行
っ
た
。

【
神
戸
大
学
】
各
部
局
の
留
学
生
担
当
者
に
連
絡・

説
明
。
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関
係
部
局
で
掲
示
、
セ
ン
タ
ー
開
講
の
日
本
語
授
業
な

ど
で
告
知
。

【
他
大
学
】
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
し
て
各
大
学
担
当
教
職

員
に
連
絡
、
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
告
知
、
会
館
居
住
者

に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
。

⑥�

　
教
員
の
役
割　

担
当
教
員
（
筆
者
）
は
、
前
記
業
務
（
期

間・

方
法・

規
模
な
ど
の
策
定
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の
募
集
、
広

報
）
全
般
を
担
当
。
ま
た
、
実
施
期
間
中
は
予
約
管
理
と
連

絡
、
現
地
の
運
営
業
務
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
留
学
生
の
指
導
。

⑶
　
指
導
（
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
の
流
れ

　

45
分
間
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
れ
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
開
始
前
】
チ
ュ
ー
タ
ー
は
書
き
手
の
情
報
を
「
個
人
フ
ァ
イ

ル
」
で
確
認
す
る
。

【
開
始
後
】
書
き
手
と
チ
ュ
ー
タ
ー
の
双
方
が
、
書
き
手
が
記

入
し
た
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
シ
ー
ト
」
に
よ
っ
て
課
題
の
種
類
、

段
階
お
よ
び
書
き
手
が
検
討
し
た
い
点
を
確
認
す
る
（
導

入
）。
次
に
、
文
章
を
一
読
し
て
問
題
点
を
チ
ェ
ッ
ク
し

（
文
章
診
断
）、
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
標
や
問
題
の
優
先
順
位

を
決
め
る
（
目
標
設
定
）。
次
い
で
、
書
き
手
の
意
図
や
改

善
策
を
引
き
出
す
対
話
を
行
い
な
が
ら
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

の
各
要
素
を
意
識
し
つ
つ
文
章
の
検
討
を
す
す
め
る
（
文

章
検
討※
）。

【
終
了
後
】
チ
ュ
ー
タ
ー
は
「
ま
と
め
シ
ー
ト
」（
図
表
６
）
で

指
導
を
記
録
す
る
。
書
き
手
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
す
る
。

　

以
上
の
手
順
は
、
早
稲
田
大
学
の
方
式
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
「
目
標
設
定
」
の
重
要
性
で
あ
る
。

後
で
示
す
よ
う
に
、
ラ
ボ
を
利
用
し
た
留
学
生
は
、
日
本
語
の
表

現
や
文
法
の
チ
ェ
ッ
ク
を
希
望
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

文
章
に
は
論
理
展
開
や
章
節・

段
落
の
構
成
と
い
っ
た
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
一
般
に
関
わ
る
、
よ
り
大
き
な
問
題
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ

図表２　ライティングラボのポスター

主催： 兵庫国際交流拠点推進協議会
神戸大学国際教育総合センター

日本学生支援機構委託事業 国際交流拠点事業
兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業

兵庫県下の大学等の留学生

対 象

問い合わせ 神戸大学国際教育総合センター 森田耕平

チューター

日本語を母語とする大学院生

上のフォームに必要事項を入力して予約してください。
一度に一回だけ予約できます。予約した回が終わって
から次の予約をしてください（利用回数に制限はあり
ません）。
アドバイスは 日 回（ 分）までです。
文章はプリントアウトして持ってきてください。
予約をしないで来ても、アドバイスを受けられますが、
予約した人が優先です。

利用方法
・

注意事項

住 所：神戸市中央区脇浜町
最寄駅：阪急「王子公園」駅徒歩 分

「灘」駅 徒歩 分
阪神「岩屋」駅 徒歩 分

留学生のための日本語アカデミックライティングラボ

兵庫国際交流会館１階 コモンズ場所

留学生のレポート・論文作成 をサポート！

日本語で書いた文章を持ってきてください。
日本語ネイティブの大学院生チューターが 対 で
アドバイスします。

＜サポートする文章＞
・日本語の授業の作文 Composition for Japanese language class
・講義・演習のレポート Class report or term paper
・論文（学位論文、投稿論文） Thesis / Journal article
・プレゼンテーションの資料 Presentation script, handout, slides
・その他の文章（研究計画書など） Other (research plan, etc.)
※エントリーシート・履歴書などは扱いません。

↓詳細・予約フォーム↓

日 時
年 年

月 日 〜 月 日

毎週月・水・金 曜日

① 〜
② 〜
③ 〜

回
分

無料

特集 留学生に対する学習面での日本語サポート
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る
。
ま
た
、
短
時
間
で
全
て

の
表
現
の
問
題
を
扱
う
の
は

難
し
い
場
合
も
多
い
。
そ
こ

で
、
た
だ
ち
に
表
現
の
修
正

に
取
り
か
か
る
の
で
は
な
く
、

ほ
か
の
問
題
を
検
討
す
る
必

要
は
な
い
か
、
ど
こ
ま
で
の

範
囲
を
扱
う
か
と
い
っ
た
点

を
チ
ュ
ー
タ
ー
と
書
き
手
が

交
渉
し
、
目
標
を
共
有
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

※ 

文
章
検
討
の
ポ
イ
ン
ト
、
対
話
重
視
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
前
掲
佐
渡
島・

太
田
編
（
２
０
１
３
）、
森
田
（
２
０
１
９
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３　
実
施
の
状
況

⑴
　
利
用
の
デ
ー
タ

　

ラ
ボ
の
各
期
間
の
利
用
件
数
と
稼
働
率
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

（
カ
ッ
コ
内
は
％
）。
規
模
と
周
知
の
拡
大
を
反
映
し
て
、
２
０
１

８
年
度
は
大
幅
に
利
用
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
扱
う
文
章
の
種
類

（
学
位
論
文
）
に
応
じ
て
、
各
年
度
後
期
の
利
用
が
多
か
っ
た
。

【
２
０
１
７
前
期
】
48
件
（
42・

１
）

【
２
０
１
７
後
期
】
１
３
３
件
（
１
１
６・

７
）

【
２
０
１
８
前
期
】
１
０
２
件
（
50・

０
）

【
２
０
１
８
後
期
】
２
３
５
件
（
76・

８
）

　

利
用
回
数
別
の
人
数
と
割
合
は
、「
１
回
」
が
63
人
（
36・

２
）、

「
２
～
４
回
」
が
84
人
（
48・

３
）、「
５
～
９
回
」
が
21
人
（
12・

１
）、「
10
回
以
上
」
が
６
人
（
３・

４
）
で
あ
り
、
複
数
回
利
用

し
た
書
き
手
が
６
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　

以
下
は
、
こ
の
計
５
１
８
件
に
つ
い
て
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
前
に
記

入
す
る「
ウ
ェ
ル
カ
ム
シ
ー
ト
」
の
情

報
か
ら
、
書
き
手
の
属
性
と
課
題
の

性
質
を
中
心
に
実
施
の
状
況
を
示
す
。

①�

　
書
き
手
の
属
性 

所
属
大
学・

課
程・

出
身・

住
居
を
示
す
。

　

神
戸
大
学
以
外
の
大
学
で
は
、

関
西
学
院
大
学
、
甲
南
大
学
、

関
西
国
際
大
学
、
兵
庫
県
立
大

学
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
、
神

戸
山
手
大
学
と
い
っ
た
国
公
私

立
大
学
に
所
属
す
る
留
学
生
の

利
用
が
あ
っ
た
。
課
程・

専
門

図表４　書き手の属性

所属大学 神戸大学（90.3）、その他大学など（9.7）

課 程
学部・交換（12.2）、研究生（21.2）、�
修士課程（41.7）、博士課程（21.4）、�
その他（3.5）

出 身 中国（73.4）、台湾（10.4）、韓国（4.2）、
ベトナム（2.9）、その他（9.1）

住 居 会館外居住（81.7）、会館内居住（18.3）

図表３　指導の様子
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で
は
文
系
の
大
学
院
生
（
研
究

生
含
む
）
が
中
心
で
は
あ
る
が
、

理
系
の
院
生
や
学
部
生
の
利
用

も
見
ら
れ
た
。

②�

　
課
題
の
性
質　

文
章
の
種
類

と
段
階
、
書
き
手
が
検
討
を
希

望
し
た
点
（
複
数
回
答
あ
り
）

を
示
す
。

　
「
検
討
し
た
い
点
」
は
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
実
際
に
検
討
さ
れ
た

点
と
同
じ
と
は
限
ら
な
い
。

チ
ュ
ー
タ
ー
と
の
交
渉
や
指
導

の
展
開
に
よ
っ
て
、
他
の
問
題

が
扱
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め

で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
最
も
多
か
っ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
は
「
大
学
院

生
に
対
す
る
、
途
中
ま
た
は
完
成
段
階
に
あ
る
学
位
論
文
の
、
日

本
語
の
文
法・

表
現
の
検
討
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

⑵
　
課
程
ご
と
の
利
用
傾
向
と
指
導
上
の
留
意
点

　

指
導
に
お
い
て
は
、
所
属
大
学
や
出
身
（
母
語
）
よ
り
も
、
課

程
に
あ
る
程
度
対
応
し
て
、
学
術
的
文
章
作
成
の
基
礎
や
、
日
本

語
表
現
に
関
す
る
理
解・

習
熟
の
度
合
い
が
指
導
の
方
法・

内
容

に
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
課
程
ご

と
の
利
用
傾
向
と
指
導
上
の
留
意
点
を
述
べ
る
。

①�

　
修
士
課
程　

修
士
１
年
で
は
レ
ポ
ー
ト・

発
表
資
料
が
中
心

で
あ
り
、
短
め
の
文
章
に
お
い
て
学
術
的
文
章
作
成
の
基
礎
に

関
す
る
指
導
が
求
め
ら
れ
た
。
修
士
２
年
は
修
士
論
文
の
検
討

が
大
半
で
あ
り
、
分
量
が
多
く
構
成
も
複
雑
に
な
る
た
め
、
文

章
の
全
体
像
の
把
握
と
目
標
設
定
、
複
数
の
チ
ュ
ー
タ
ー
の
連

携
に
よ
る
指
導
が
重
要
に
な
っ
た
。

②�

　
博
士
課
程　

博
士
論
文
と
個
別
テ
ー
マ
の
資
料・

論
文
が
大

半
を
占
め
た
。
日
本
語
チ
ェ
ッ
ク
の
み
を
明
確
に
希
望
し
た
書

き
手
が
い
た
一
方
、
テ
ー
マ
や
構
成
を
検
討
し
た
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
一
方
的
に
修
正
を
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、
チ
ュ
ー
タ
ー

が
検
討
の
必
要
性
を
伝
え
、
書
き
手
に
判
断
を
委
ね
る
プ
ロ
セ

ス
が
重
要
に
な
っ
た
。

③�
　
研
究
生　

研
究
計
画
書
な
ど
の
文
章
の
検
討
が
中
心
で
あ
り
、

修
士
１
年
と
同
様
、
基
礎
事
項
の
指
導
が
必
要
に
な
っ
た
ケ
ー

ス
が
多
か
っ
た
。
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
慣
れ
て

い
な
い
書
き
手
に
対
し
て
は
、
分
か
り
や
す
い
言
い
方
を
す
る

こ
と
や
、
図
な
ど
の
視
覚
情
報
の
活
用
が
重
要
に
な
っ
た
。

図表５　課題の性質

文 章 の
種 類

修士論文（26.4）、レポート（21.6）、発表資料（11.2）、
投稿論文（6.8）、博士論文（6.2）、作文（2.5）、
卒業論文（1.2）、その他（24.1）

文 章 の
段 階

ブレインストーミング（2.9）、アウトライン（2.9）、
途中（26.0）、ほぼ完成（59.3）、不明（8.9）

検 討
したい点

構成（13.0）、内容（11.5）、表現（32.5）、文法（34.6）、
引用・参考文献（4.3）、その他（4.3）

特集 留学生に対する学習面での日本語サポート
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４　
成
果
と
今
後
の
課
題

⑴
　
書
き
手
の
反
応

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
書
き
手
の
満
足
度
は
総

じ
て
高
か
っ
た
。
ラ
ボ
を
利
用
し
て
よ
か
っ
た
（
役
立
っ
た
）
点

（
自
由
記
述
）
で
は
、
ま
ず
、「
文
法
を
直
し
て
も
ら
い
、
自
分
の

言
い
た
い
こ
と
を
正
し
く
表
す
こ
と
が
で
き
た
」「
日
本
語
の
微
妙

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
指
摘
し
て
く
れ
た
」
と
い
っ
た
、
文
法
や
学
術

的
表
現
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
へ
の
評
価
が
最
も
多
か
っ
た
。「
論

文
の
全
体
的
な
流
れ
を
整
理
し
て
く
れ
た
」「
序
論
の
書
き
方
が
分

か
っ
た
」
な
ど
、
内
容
や
構
成
の
指
導
に
つ
い
て
も
肯
定
的
な
回

答
が
見
ら
れ
た
。

　

チ
ュ
ー
タ
ー
の
指
導
に
関
し
て
は
、
説
明
や
問
題
点
の
修
正
に

対
す
る
評
価
と
、「
い
つ
も
互
い
の
考
え
て
い
る
こ
と
が
一
致
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
れ
た
」「
論
文
の
構
成
と
内
容
を
一

緒
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
よ
う
に
考
え
て
く
れ
た
」
と
い
っ

た
、
書
き
手
と
の
対
話
の
姿
勢
に
関
す
る
評
価
の
双
方
が
あ
っ
た
。

　

ラ
ボ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
「
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
が
短
い
」

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
期
間
中
の
改
善
策

と
し
て
、
検
討
す
る
点
を
事
前
に
考
え
る
よ
う
促
す
、
目
標
設
定

を
素
早
く
行
い
検
討
の
時
間
を
多
く
と
る
、
空
き
が
あ
れ
ば
２
コ

マ
連
続
の
利
用
も
可
と
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
試
み
た
。

⑵
　
チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
び
と
課
題

　

各
期
末
の
振
り
返
り
に
よ
れ
ば
、
チ
ュ
ー
タ
ー
は
「
書
き
手
の

理
解
度
を
考
慮
し
、
問
題
意
識
を
尊
重
し
た
指
導
を
行
う
」
と
い
っ

た
基
本
的
な
姿
勢
、
導
入
段
階
の
雰
囲
気
づ
く
り
や
背
景
情
報
の

把
握
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
の
構
想・

時
間
配
分
へ
の
意
識
が
身
に

付
い
た
と
答
え
て
い
る
。
一
方
、
短
時
間
で
文
章
の
全
体
像
や
問

題
点
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
、
一
方
的
な
指
示
に
な
ら
な
い
対

話
の
方
法
、
日
本
語
の
表
現
に
関
す
る
知
識
と
そ
の
指
導
と
い
っ

た
技
法
面
の
課
題
を
挙
げ
る
チ
ュ
ー
タ
ー
が
多
か
っ
た
。

図表６　まとめシート

G-Navi 留学生のための日本語アカデミック・ライティング・ラボ 

まとめシート 

１．利用の状況 

２．使用言語 □ 日本語 □ ほとんど日本語 □ ほとんど英語 □ 英語 □ その他（       ） 

３．文章の問題点と検討の内容 

４．所感（問題点、引継ぎにおける留意点など） 

 

 

 

利用者  チューター  予約 □ 有   □ 無 

ライティングの要素 
どのような検討をしたか／どんな改善ができたか 

どのような課題が残されているか／項目ごとの利用者の特性 など 

文
章
全
体
の
骨
格 

□ ブレインストーミング／アウトライン  

□ 文章全体のテーマや問い  

□ 構成と構成要素  

段
落
や
文
の
関
係 

□ パラグラフ・ライティング  

□ 内容（パラグラフ内部の抽象度／主張と根拠

／複数のアイデアの関係 など） 
 

□ 接続表現  

一
つ
の
文
や
単
語
の
問
題 

□ キーワード／語句の明確さ  

□ 学術的文章表現  

□ 一文一義／主述のねじれ／文の長さ  

□ その他の文法的事項（助詞など）  

 
□ 引用・参考文献  

 
□ その他  
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ま
た
、
ラ
ボ
を
複
数
回
利
用
す
る
書
き
手
が
中
心
で
、
同
一
の

文
章
を
扱
う
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
異
な
る
チ
ュ
ー
タ
ー

間
で
の
指
導
状
況
の
引
継
ぎ
を
、
組
織
と
し
て
の
課
題
と
す
る

チ
ュ
ー
タ
ー
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
に
記
入
す

る
「
ま
と
め
シ
ー
ト
」（
図
表
６
）
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
で
協
議

し
、
項
目
や
書
き
方
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
指
導
が
可

能
に
な
る
よ
う
に
し
た
。

⑶
　
運
営
上
の
成
果
と
課
題

　

２
年
４
期
間
を
通
じ
て
、
会
館
で
実
施
さ
れ
て
い
る
他
の
学
習

支
援
と
重
な
ら
ず
、
会
館
外
か
ら
来
る
留
学
生
に
も
有
益
な
取
り

組
み
と
し
て
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
学
内
に
お
け
る
日
本
人
学
生
も
対
象
と
し
た
支
援
」
と
、「
学
外

の
留
学
生
支
援
」
を
趣
旨
と
す
る
本
事
業
で
は
異
な
る
部
分
も
あ

る
が
、
指
導
の
理
念
と
方
法
は
、
場
所
や
書
き
手
の
母
語
に
関
わ

ら
ず
有
効
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
兵
庫
国
際
交
流

会
館
を
拠
点
に
学
習
支
援
が
行
え
た
こ
と
は
、
大
学
の
授
業
や
指

導
と
は
別
に
、
学
外
に
自
主
的
な
学
び
の
場
を
設
け
る
と
い
う
意

味
で
意
義
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、ラ
ボ
で
は
、大
学
の
授
業
と
の
連
携
や
事
前
の
継
続
的

な
研
修
な
ど
全
面
的
に
は
実
施
が
で
き
ず
、
学
外
の
活
動
で
あ
る

た
め
ス
タ
ッ
フ
の
情
報
共
有
や
引
継
ぎ
も
難
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

チ
ュ
ー
タ
ー
の
養
成
が
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
期
間
中
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
他
の
チ
ュ
ー
タ
ー
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
観
察
、
文
章
検
討
な
ど
）
を
導
入
し
、
指
導
方
法
の
検
討
や
書

き
手
に
関
す
る
共
有
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
っ
た
。

　

ま
た
、
稼
働
率
の
向
上
と
い
う
点
で
は
、
論
文
提
出
時
期
以
外

の
利
用
や
、
神
戸
大
学
以
外
の
学
生
の
利
用
を
促
進
す
る
余
地
も

あ
る
。
教
職
員
、
留
学
生
へ
の
周
知
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
に
関
す
る
講
義
形
式
の
支
援
や
、
神
戸
大
学

以
外
の
大
学
に
所
属
す
る
チ
ュ
ー
タ
ー
の
参
加
、
他
大
学
の
ス
タ
ッ

フ
と
の
交
流
な
ど
、
委
託
事
業
の
柔
軟
な
枠
組
み
を
生
か
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
も
可
能
で
あ
ろ
う
。 

特集 留学生に対する学習面での日本語サポート
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明
治
大
学
は
、
現
在
、
国
際
化
を
進
め
て
お
り
、
２
０
１
８
年

度
は
１
８
１
６
名
の
正
規
留
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
大

学
院
の
留
学
生
は
５
７
２
名
、
大
学
院
在
籍
者
の
約
23
％
で
あ
る
。

留
学
生
は
、
文
系
の
社
会
科
学
系
で
特
に
多
く
、
入
学
試
験
も
高

い
倍
率
と
な
っ
て
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
動
機
や
鋭
い
問
題
意

識
の
あ
る
留
学
生
が
多
い
。
し
か
し
、
学
部
の
留
学
生
と
異
な
り
、

わ
ず
か
１
年
で
学
位
論
文
の
執
筆
に
取
り
掛
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
本
人
の
苦
労
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
教
員
の
負
担
も
大
き
い
。

も
ち
ろ
ん
研
究
室
で
の
先
輩
や
同
期
の
院
生
た
ち
の
指
導
や
支
援

も
重
要
で
あ
る
が
、
研
究
科
共
通
の
取
り
組
み
と
し
て
日
本
語
論

文
作
成
の
支
援
体
制
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
大
学
院
で
は
、
論
文
を
書
く
の
に
必
要
な
日
本
語
能
力
の

向
上
を
目
指
す
留
学
生
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
日
本
語
論

文
指
導
講
座
」
と
「
日
本
語
論
文
添
削
指
導
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
「
日
本
語
論
文
指
導
講
座
」
は
、
正
規
科
目
で
は
な
い
が
、
２
名

の
外
部
講
師
に
よ
り
、
春
学
期
２
コ
マ
、
秋
学
期
２
コ
マ
を
駿
河

台・

和
泉・

中
野
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し
て
い
る
。
全
11
回
の

講
座
は
、
日
本
語
論
文
作
成
の
た
め
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
の
初
級
講
座
と
し
て
、
論
文
の
構
想
や
構
成
、
先
行
研
究
の

扱
い
方
、
図
表
の
提
示
や
引
用
の
方
法
を
学
び
、
論
文
に
適
し
た

文
体・

表
現
の
修
得
を
目
的
と
し
、
十
数
名
程
度
の
少
人
数
ク
ラ

ス
で
行
わ
れ
、
２
０
１
８
年
度
の
受
講
者
は
42
名
で
あ
る
。

　
「
日
本
語
論
文
添
削
指
導
」
は
、
駿
河
台・

和
泉・

中
野
の
３

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ
れ
、
留
学
生
が
実
際
に
執
筆
し
た
論
文
の

日
本
語
表
現
を
個
別
対
応
に
よ
っ
て
添
削
し
て
い
る
。
本
学
で
博

士
の
学
位
を
取
得
し
た
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
た
教
育
補
助
講
師

が
通
年
４
名
、
さ
ら
に
修
士
論
文
執
筆
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
11
～
12

月
（
繁
忙
期
）
に
は
２
名
を
加
え
て
、
日
本
語
論
文
の
添
削
指
導

特
集

留
学
生
に
対
す
る
学
習
面
で
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

大
学
院
に
お
け
る
留
学
生
支
援

―
明
治
大
学
の
日
本
語
論
文
作
成
支
援
を
中
心
に
―

外
池 

力
●
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
、
大
学
院
教
務
主
任

442019.9　大学時報



に
あ
た
っ
て
い
る
。
論
文
内
容
の
指
導
で
は
な
く
、
日
本
語
の
添

削
に
限
定
し
て
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
専
用
の
教
室
を
確
保
し
、

一
人
に
つ
き
１
回
90
分
の
範
囲
で
指
導
し
て
お
り
、
２
０
１
８
年

度
の
受
講
者
は
延
べ
６
４
２
人
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
学
院
の
留
学
生
限
定
で
は
な
い
が
、
明
治
大
学

国
際
連
携
機
構
が
行
っ
て
い
る
「
留
学
生
共
通
日
本
語
」（
初
級
～

上
級
）、
日
本
語
学
習
支
援
と
し
て
の
Ｔ
Ａ
制
度
や
オ
フ
ィ
ス
ア

ワ
ー
な
ど
も
あ
る
。
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン

ト
に
は
、
大
学
院
事
務
室
と
国
際
連
携
部
が
あ
り
、
院
生
の
共
同

研
究
室
、
メ
デ
ィ
ア
ラ
ウ
ン
ジ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
、
カ
フ
ェ

な
ど
も
あ
っ
て
、
大
学
院
の
留
学
生
に
は
と
て
も
研
究
し
や
す
い

環
境
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
学
院
の
留
学
生
を
対
象
と
す

る
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
、
留
学
生
向
け
の

奨
学
金
も
充
実
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
支
援
制
度
が
あ
っ
て
も
、
留
学
生
が

多
く
な
っ
た
現
状
に
鑑
み
る
と
、
普
段
の
研
究
は
も
と
よ
り
、
学

位
論
文
の
指
導
の
た
め
に
、
支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
が
求
め

ら
れ
る
が
、
予
算
の
制
約
も
あ
り
な
か
な
か
実
現
で
き
な
い
。
今

後
は
、
日
本
語
指
導
な
ど
の
支
援
体
制
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
、

毎
年
行
っ
て
い
る
「
大
学
に
お
け
る
学
び
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
活
用
し
て
留
学
生
と
教
員
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
な

ど
、
効
果
的
な
改
善
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
留
学
生
の
博
士
学
位
取
得
者
や
研
究
職

へ
の
就
職
者
が
増
え
て
き
た
こ
と
は
、
努
力
を
重
ね
て
い
る
院
生

や
教
員
に
と
っ
て
と
て
も
励
み
に
な
る
。
ま
た
、
研
究
指
導
や
教

育
現
場
に
お
け
る
地
道
な
努
力
や
支
援
体
制
が
評
価
さ
れ
、
本
学

大
学
院
は
、
日
本
語
教
育
振
興
協
会
に
よ
る
「
日
本
留
学
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｓ
」
の
「
大
学
院
部
門
」
に
２
０
１
６
年
か
ら
３
年
連
続
で

入
賞
し
て
い
る
。
そ
の
推
薦
理
由
に
は
、「
日
本
企
業
へ
の
就
職

率
」
や
「
学
生
の
満
足
度
」
が
高
い
こ
と
に
加
え
、
特
筆
す
べ
き

は
、「
修
士
論
文
が
書
け
ず
苦
労
し
て
い
る
留
学
生
に
対
す
る
事
務

局
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
や
は
り
一
番
気
に
な
る
こ
と
は
、
本
学
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
が
、
日
本
人
学
生
の
大
学
院
離
れ
で
あ
る
。
大
学
に

お
い
て
図
書
館
を
は
じ
め
研
究
面
が
活
性
化
さ
れ
る
に
は
大
学
院

生
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
積
極
性
が
重
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
留
学
生
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
を
持
つ
多
く
の
日
本
人
学

生
と
共
に
学
び
、
研
究
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
大
学
院
の
学

び
が
重
視
さ
れ
る
に
は
、
ま
さ
に
大
学
院
に
お
け
る
教
育
研
究
の

よ
う
に
、
手
塩
に
か
け
て
人
を
育
て
る
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
に
評
価

さ
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 
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は
じ
め
に

　

日
本
留
学
を
経
験
し
た
留
学
生
に
は
、
日
本
で
職
を
得
て
生
き

る
、
日
本
で
数
年
間
の
就
業
経
験
を
積
ん
だ
後
に
自
国
ま
た
は
第

三
国
で
生
き
る
、
自
国
ま
た
は
第
三
国
で
何
ら
か
の
形
で
日
本
と

つ
な
が
っ
て
生
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
の
経
路
の
可
能
性

が
あ
る
。

　

現
在
、
立
教
大
学
に
は
、
学
位
取
得
を
目
指
す
正
規
課
程
の
外

国
人
留
学
生
（
以
下
、
正
規
留
学
生
）、
半
年
か
ら
１
年
間
、
本
学

に
在
籍
す
る
特
別
外
国
人
学
生
（
以
下
、特
外
生
）
な
ど
、２
０
１

９
年
５
月
現
在
で
留
学
生
が
約
１
０
０
０
人
在
籍
し
て
い
る
。
留

学
生
の
受
け
入
れ
は
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
事
業
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
拡
大

す
る
方
向
に
あ
る
。
こ
の
中
で
、
日
本
語
教
育
担
当
者
の
視
点
で

留
学
生
の
学
び
に
接
し
て
い
る
と
、

彼
女
彼
ら
が
、
日
々
の
講
義・

研
究

の
活
動
の
中
で
起
き
る
日
本
人
の
教

員・

学
生
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、

日
本
人
の
考
え
方
や
態
度
、
日
本
社

会
の
姿
を
観
察
し
、
自
分
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
を
模
索
し
て
い
る
様
子
が

見
受
け
ら
れ
、
日
本
留
学
中
の
学
習

経
験
が
、
ま
さ
に
彼
女
彼
ら
の
キ
ャ

リ
ア
選
択
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
こ
で
、
本
学
留
学
生
の
学
習
に

対
す
る
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
は
、
留
学

生
が
、
自
身
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま

特
集

留
学
生
に
対
す
る
学
習
面
で
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

学
内
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
し
た
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
の
設
計

―「
オ
ー
ル
立
教
」
の
取
り
組
み
が
留
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

丸
山 

千
歌
●
立
教
大
学
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授2011－2018年度　日本語相談室の利用件数の推移

2011
年度

2012
年度

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

特別外国人学生 26 45 62 46 29 88 67 42
正規学部生 29 18 33 52 76 98 70 92
正規大学院生 89 90 86 138 311 242 268 304
そ の 他 0 0 0 1 8 0 2 0
合　計 144 153 181 237 424 428 407 438
増　減 100.0 106.3 125.7 164.6 294.4 297.2 282.6 304.2
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な
人
の
存
在
を
、
経
験
を
も
っ
て
認
識
す
る
と
同
時
に
、
目
的
を

持
っ
た
活
動
を
通
し
て
多
様
な
意
見
に
触
れ
る
機
会
に
な
る
よ
う
、

学
内
リ
ソ
ー
ス
の
力
を
得
な
が
ら
、
意
図
を
も
っ
て
設
計・

実
践

さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
改
善
と
開
発
の
ま
っ
た
だ
中
で
は
あ
る
が
、

本
稿
で
は
、
今
後
の
課
題
を
含
め
て
中
間
報
告
的
に
あ
り
の
ま
ま

の
姿
を
報
告
す
る
。

１　
自
律
的
な
学
び
を
支
え
る

　

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置
（
２
０
１
１
年
度
）
以
前
ま
た
は

設
置
当
初
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
学
習
に
関
す
る
日
本
語
サ
ポ
ー

ト
は
、
自
律
学
習
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
と

「
日
本
語
相
談
室
」
が
あ
る
。

　

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
は
、
国
際
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
お
り
、
日

本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置
の
約
30
年
前
か
ら
あ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

で
、
特
外
生
向
け
の
も
の
（
一
般
指
導
）
と
正
規
留
学
生
向
け
の

も
の
（
外
国
語
論
文
文
章
指
導
）
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
活
動
の
中

心
は
学
習
面
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
る
。
特
外
生
向
け
の
も
の
は
、
指

導
教
員
が
特
外
生
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
て
チ
ュ
ー
タ
ー
を
手
配
す
る
。

特
外
生
と
チ
ュ
ー
タ
ー
と
の
顔
合
わ
せ
の
際
に
は
、
日
本
語
ク
ラ

ス
の
予
習
、
復
習
や
会
話
練
習
、
研
究
資
料
の
読
解
補
助
と
い
っ

た
サ
ポ
ー
ト
内
容
を
確
認
し
、
い
つ
、
ど
こ
で
サ
ポ
ー
ト
活
動
を

行
う
か
と
い
っ
た
大
ま
か
な
計
画
を
立
て
て
か
ら
実
際
の
活
動
に

入
る
。
サ
ポ
ー
ト
活
動
が
う
ま
く
機
能
す
る
ケ
ー
ス
は
、
定
期
的

に
活
動
を
行
え
て
お
り
、
友
人
関
係
も
構
築
で
き
て
い
く
。
サ
ポ
ー

ト
す
る
側
の
学
生
か
ら
は
、「
留
学
生
か
ら
質
問
を
受
け
る
中
で
、

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
た
日
本
語
を
分
析
す
る
視
点
が
得
ら
れ

た
」、「
日
本
の
社
会
、
文
化
、
歴
史
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
か
っ
た
自
分
に
気
付
き
、
学
び
の
動
機
が
高
ま
っ
た
」

と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
と
さ
れ
る

側
の
双
方
に
有
意
義
な
活
動
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、「
日
本
語
相
談
室
」
は
、
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置
当

初
に
設
計
さ
れ
た
学
習
面
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
あ
る
。
１

週
間
に
12
コ
マ
（
２
０
１
９
年
度
か
ら
１
コ
マ
１
０
０
分
）
開
室

し
て
お
り
、
予
約
制
で
１
回
50
分
、
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
の
日

本
語
教
員
に
よ
る
日
本
語
学
習
相
談
を
受
け
ら
れ
る
。
相
談
内
容

は
、
日
本
人
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
て
い
る
正
課
科
目
の
レ
ポ
ー

ト・

論
文
の
日
本
語
文
章
指
導
、
日
本
語
の
学
習
方
法
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
、
各
種
日
本
語
検
定
試
験
の
情
報
、
受
験
に
役
立
つ

テ
キ
ス
ト
や
問
題
集
の
紹
介
、
就
職
活
動
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

や
奨
学
金
申
請
書
な
ど
の
日
本
語
文
章
指
導
で
あ
る
。

　

こ
の
日
本
語
相
談
室
事
業
は
留
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
っ
て

計
画
さ
れ
た
が
、
運
用
を
軌
道
に
乗
せ
る
に
は
課
題
が
あ
っ
た
。
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相
談
場
所
が
教
員
の
研
究
室
の
並
ぶ
フ
ロ
ア
に
あ
り
、
予
約
は
事

務
局
で
の
対
面
に
よ
る
事
前
受
け
付
け
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

決
し
て
学
生
が
利
用
し
や
す
い
条
件
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

来
室
す
る
学
生
に
対
す
る
て
い
ね
い
な
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生

へ
の
直
接
の
呼
び
か
け
に
加
え
て
、
日
本
語
相
談
室
に
つ
い
て
の

教
員
向
け
チ
ラ
シ
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
学
内
の
関
係
委
員
会

で
各
部
局
の
教
員
に
日
本
語
相
談
室
の
広
報
を
行
っ
て
、
徐
々
に

数
字
を
伸
ば
し
た
も
の
の
、
適
正
な
稼
働
率
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

運
用
が
軌
道
に
乗
っ
た
の
は
、
２
０
１
５
年
に
ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
学
生
の
利
便
性

が
格
段
に
上
が
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
導
入
初
年

度
の
利
用
件
数
は
前
年

度
の
１・
84
倍
に
増
え

た
。

　

２
０
１
８
年
度
の
実

績
を
見
る
と
、
利
用
者

の
内
訳
は
６
割
強
が
正

規
大
学
院
留
学
生
、
２

割
強
が
正
規
学
部
留
学

生
で
あ
り
、
正
規
留
学

生
向
け
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
と
し
て
よ
く
機
能
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
相
談
内
容
は
、
全
体
の
約
７
割
が
学
習
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
現

在
、
日
本
語
相
談
室
は
ほ
ぼ
フ
ル
稼
働
の
状
態
で
、
利
用
し
た
く

て
も
で
き
な
い
留
学
生
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
心
配
さ
れ

る
。
今
後
は
、
現
在
の
日
本
語
相
談
室
を
核
と
し
た
新
た
な
工
夫

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

２　
授
業
を
通
し
て
学
び
を
支
え
る

　

授
業
に
関
す
る
学
習
面
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
も
開
発
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
と
学
部
の
取
り

組
み
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
と
し
て
「
漢
字
検

定
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
セ
ン
タ
ー
設
置
当
初
か
ら
あ
る
も
う
一
つ

の
授
業
外
の
日
本
語
学
習
支
援
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
本
学
で
学

ぶ
留
学
生
の
漢
字
の
知
識
（
読
み
、
形
の
認
識
、
意
味
）
を
判
定

す
る
た
め
の
本
学
独
自
の
試
験
で
あ
る
。
本
学
の
コ
ー
ス
設
計
の

中
で
、
限
ら
れ
た
授
業
コ
マ
を
従
来
型
の
レ
ベ
ル
別
の
漢
字
ク
ラ

ス
の
設
置
に
割
く
こ
と
な
く
、
留
学
生
の
漢
字
学
習
を
奨
励
し
た

い
と
い
う
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
１
年
間
に
４
回
実
施
し

て
い
る
。
初
級
（
６
段
階
）、
中
級
、
上
級
（
各
７
分
野
）
と
合
計

日本語相談室　2018年度相談内容内訳

相 談 内 容 件数
卒業・修士・博士論文
（研究計画書、中間発表を含む） 164

就職活動（エントリーシートなど） 96
レポート（授業、ゼミなど） 63
発表指導（授業、ゼミなど） 30
学習方法指導（練習も含む） 29
スピーチコンテスト 24
奨学金関係（申請書類、面接練習など） 22
学会発表・予稿集・投稿論文 4
その他 6

合　　計 438
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20
種
類
の
試
験
が
あ
る
。「
検
定
」
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
難
易
度

が
高
い
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

受
験
状
況
を
見
る
と
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
２
０
１
６
年
度
ま

で
は
、
申
込
者
数
が
１
回
に
つ
き
10
数
名
か
ら
20
名
前
後
、
実
際

に
受
験
す
る
の
は
そ
の
約
半
分
か
ら
３
分
の
２
程
度
で
、
主
な
受

験
者
は
特
外
生
で
あ
っ
た
。
一
方
、
特
外
生
対
象
の
留
学
修
了
時

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
漢
字
学
習
へ
の
強
い
要
望
が
毎
学
期
の
よ

う
に
確
認
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
２
０
１
７
年
度
以
後
は
新
座
キ
ャ
ン

パ
ス
で
週
１
コ
マ
だ
け
漢
字
ク
ラ
ス
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

漢
字
検
定
の
受
験
を
前
提
と
す
る
、
レ
ベ
ル
複
合
型
の
寺
子
屋
式

の
漢
字
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
２
０
１
７
年
度
は
初
級
レ
ベ
ル
、
２
０

１
８
年
度
は
中
級
レ
ベ
ル
と
い
う
よ
う
に
、
漢
字
検
定
に
準
拠
し

た
教
材
を
開
発
し
、
履
修
対
象
者
を
増
や
し
て
い
く
計
画
に
し
た
。

こ
の
結
果
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
申
込
者
数
が
30
名
か
ら
40
名
、

実
際
の
受
験
者
数
は
約
５
割
か
ら
約
９
割
と
増
加
し
た
。
２
０
１

９
年
度
は
、
上
級
レ
ベ
ル
の
教
材
を
開
発
し
な
が
ら
履
修
対
象
者

を
広
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
自
律
学
習

促
進
の
た
め
に
授
業
開
発
を
行
っ
た
事
例
と
い
え
る
。

　

学
部
で
も
経
済
学
部
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
と

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
に
お
け
る
「
基
礎
演
習
」
の
留
学
生
サ
ポ
ー
ト
活
動

を
取
り
上
げ
る
。
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、
正
規

留
学
生
の
受
け
入
れ
に
際
し
て
日
本
語
力
の
多
様
性
を
認
め
て
い

る
。
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
英
語
に
よ
る
専
門
科
目
が
十
分
に
整

備
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
受
け
入
れ
で
あ
る
が
、
入

学
時
の
新
入
正
規
留
学
生
と
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
面
談
な
ど
を
通
し

て
、
新
入
留
学
生
が
、
協
同
学
習
や
発
信
型
の
活
動
を
中
心
に
し

た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
を
学
ぶ
初
年
次
の
必
修
科
目
「
基
礎
演

習
」
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
２

０
１
５
年
度
か
ら
、「
基
礎
演
習
」
に
つ
い
て
学
生
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
活
動
は
「
基
礎
演
習
」
の
副

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
教
員
が
組
織
し
、
２
０
１
５
年
度

は
グ
ル
ー
プ
で
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
ペ
ア
を
編
成
し
て
行
っ

て
お
り
、
春
学
期
は
上
級
生
、
秋
学
期
は
同
学
年
の
学
生
も
加
わ
っ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
。
現
在
進
行
中
の
ペ
ア
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
活
動
は
、
対
面
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
形
態
は
自
由
で
あ
り
、

論
文
読
解
補
助
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
補
助
、
発
表
準
備
補
助
な
ど
、

留
学
生
が
必
要
と
す
る
内
容
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
を
採
用
し
て
い

る
。
基
本
的
に
全
学
部
生
が
「
海
外
留
学
研
修
」
を
履
修
す
る
と

い
う
方
針
が
あ
る
た
め
、
近
い
将
来
自
分
が
留
学
す
る
こ
と
を
意

識
し
た
り
、
ま
た
は
自
ら
の
留
学
経
験
を
踏
ま
え
て
自
分
が
本
学

特集 留学生に対する学習面での日本語サポート
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で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
学
生
が
多
い
と
い
う
状
況
が
、

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。「
基
礎

演
習
」
を
修
了
ま
た
は
学
修
中
で
あ
り
、
授
業
の
要
点
を
理
解
し

て
い
る
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
点
に
も
活
動
の
良
さ
が
あ
る
。
観

察
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
前
述
の
国
際
セ
ン
タ
ー
が
展
開
し
て
い
る

特
外
生
向
け
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
同
様
に
、
サ
ポ
ー
ト
活
動
が
う
ま

く
機
能
す
る
ケ
ー
ス
は
、
定
期
的
に
活
動
で
き
、
相
互
に
学
び
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼
関
係
も
構
築
で
き
て
い
る
。
継
続
的
な
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
活
動
報
告
か
ら
は
、
サ
ポ
ー
ト
を
申
し
出
て
い
る

学
生
の
胸
に
留
学
生
自
身
が
思
い
切
っ
て
飛
び
込
み
、
い
か
に
自

ら
の
学
び
を
深
め
ら
れ
る
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
て

い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
側
／
さ
れ
る
側
双
方
の

経
験
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る

資
質
を
培
う
要
素
と
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

３　
「
オ
ー
ル
立
教
」が
学
び
を
支
え
る

　

こ
こ
ま
で
、
一
般
的
な
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
、

授
業
を
介
し
た
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
が
、

最
後
に
、
冒
頭
で
述
べ
た
、
留
学
生
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

の
存
在
を
経
験
を
も
っ
て
認
識
す
る
と
同
時
に
、
目
的
を
持
っ
た

活
動
を
通
し
て
多
様
な
意
見
に
触
れ
る
機
会
に
な
り
得
る
「
オ
ー

ル
立
教
」
と
も
い
え
る

日
本
語
サ
ポ
ー
ト
の
取

り
組
み
に
触
れ
る
。

　

ま
ず
、
日
本
語
教
育

セ
ン
タ
ー
が
年
１
回
主

催
す
る
、
本
学
留
学
生

に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ

る
。
こ
の
事
業
は
日
々

の
学
習
の
成
果
を
披
露

す
る
場
で
あ
る
の
で
、

本
稿
で
も
学
習
の
た
め

の
日
本
語
支
援
事
業
の

一
環
と
位
置
付
け
た
い
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
の
主
役
は
、
も
ち
ろ
ん

ス
ピ
ー
チ
を
披
露
す
る
留
学
生
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

登
壇
す
る
留
学
生
に
は
本
学
の
学
生
が
ス
ピ
ー
チ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
つ
き
、
会
全
体
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
が
組
織
す
る
実
行
委

員
会
が
運
営
す
る
と
い
う
学
生
主
体
で
展
開
す
る
事
業
と
な
っ
て

い
る
。
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
員
は
も
ち
ろ
ん
、
正
規
学
部

留
学
生
の
た
め
の
日
本
語
科
目
に
関
わ
る
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
運
営
セ
ン
タ
ー
の
部
長
、
特
外
生
の
受
け
入
れ
業
務
も
担
う
国

立教大学留学生による日本語スピーチコンテストに
登壇した留学生とスピーチアドバイザーの学生　　
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際
セ
ン
タ
ー
長
、
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
の
副
セ
ン
タ
ー
長
や
学

部
代
表
の
教
員
が
審
査
や
総
評
を
行
う
。
そ
し
て
、
こ
の
会
は
本

学
卒
業
生
が
組
織
す
る
東
京
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

や
レ
デ
ィ
ス
ク
ラ
ブ
の
支
援
を
受
け
て
成
立
し
て
お
り
、
ま
さ
に

留
学
生
は
自
ら
の
学
び
が
全
学
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
い
る
こ
と
を

実
感
で
き
る
場
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
留
学
生
だ
け
で

な
く
、
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
に
立
つ
ス
ピ
ー
チ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
実
行
委
員
の
学
生
が
、
こ
の
企
画
か
ら
学
ん
で
い
る
こ
と

も
大
変
意
義
深
く
、
ぜ
ひ
本
稿
末
に
紹
介
す
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
参
照

い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
英
語
に
よ
る
経
営
学
修
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
留
学
生

の
た
め
の
日
本
語
科
目
が
あ
る
。
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
は
２
０

１
３
年
度
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
す
る
、
将
来
の
企
業

幹
部
予
備
群
の
た
め
の
日
本
語
科
目
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
日

本
語
科
目
に
は
中
級
レ
ベ
ル
と
上
級
レ
ベ
ル
が
あ
る
が
、
経
営
学

研
究
科
か
ら
の
要
望
に
応
え
、
ど
ち
ら
の
科
目
も
、
将
来
企
業
幹

部
に
な
っ
た
と
き
に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
語
の
振
る
舞
い
が
で
き
る

こ
と
を
目
標
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
授
業
に
必
要
な
こ

と
は
、
失
敗
が
許
さ
れ
る
条
件
の
下
で
複
数
回
の
日
本
語
実
践
が

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
力
を
借
り
て
い
る
の
が
、
立
教

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
（
以
下
、
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
と
い
う
50
歳
以

上
の
シ
ニ
ア
の
た
め
に
創
設
し
た
学
び
の
「
場
」
に
集
う
、
社
会

経
験
が
豊
か
な
履
修
生
で
あ
る
。
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
履
修
生
に
は
、
事

前
の
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
、
授
業
当
日
に
顧
客
役
や
上
司
役
に
扮

し
て
も
ら
い
、
留
学
生
と
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
け
る
日
本
語
模

擬
実
践
に
つ
い
て
協
力
を
得
る
。
留
学
生
が
こ
こ
で
学
ぶ
の
は
言

語
部
分
だ
け
で
な
く
、
非
言
語
部
分
、
日
本
の
企
業
文
化
、
マ
ナ
ー

な
ど
幅
広
く
、
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
履
修
生
に
と
っ
て
は
、
留
学
生
の
日
本

語
習
得
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
を
認
識
し
、
若
手
育
成
の
意
義
を
感

じ
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
挙
げ
る
の
が
、
全
学
の
取
り
組
み
に
位
置
付
け
ら
れ
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
副
専
攻
」
に
関
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
本
学

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
副
専
攻
は
、「〝
専
門
性
に
立
ち
世
界
に
通
用
す

る
教
養
人
の
育
成
〟
を
目
標
と
し
、
所
属
す
る
学
部
学
科
や
専
修

の
専
門
性
に
加
え
て
、
複
数
の
分
野
に
わ
た
る
知
識
を
一
つ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
修
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物
事
を
多
面
的
に
捉
え
て

持
続
的
に
考
え
る
能
力
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
が
、

２
０
２
０
年
度
に
は
留
学
生
向
け
の
新
テ
ー
マ
が
設
置
さ
れ
る
。

こ
の
副
専
攻
は
、
日
本
語
科
目
と
、
日
本
の
社
会・

文
化
へ
の
理

解
の
深
化
に
関
す
る
科
目
、
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科
目
の

三
つ
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
展
開
す
る
。
正
規
学
部
留
学
生
が
、
自

ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
模
索
し
な
が
ら
学
部
の
学
び
や
日
本
語
学
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習
を
進
め
る
こ
と
を
促
す
仕
組
み
で
、
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

運
営
セ
ン
タ
ー
と
、
学
部
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
た
構
成
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
語
教

育
の
枠
を
少
し
広
げ
て
「
日
本
語
と
キ
ャ
リ
ア
」
と
い
う
観
点
か

ら
業
務
に
当
た
る
こ
と
に
も
な
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科

目
の
開
発
は
、
豊
か
な
知
見
を
持
つ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー

ト
を
得
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
学
の
留
学
生
に
対
す
る
学
習
面
に
お
け
る
日
本
語
の

サ
ポ
ー
ト
を
、「
自
律
的
な
学
び
を
支
え
る
」、「
授
業
を
通
し
て 

学
び
を
支
え
る
」、
お
よ
び
「〝
オ
ー
ル
立
教
〟
が
学
び
を
支
え 

る
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
け
て
、
取
り

組
み
の
現
状
と
課
題
を

報
告
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
、
日
本
語
教
育
セ
ン

タ
ー
が
年
４
回
発
行
す

る
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」

を
通
じ
て
、
留
学
生
向

け
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
本
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
面
の

日
本
語
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
、
留
学
生
の
学
び
を
支
え
る
本
学
の
構

成
員
を
紹
介
す
る
機
会
と
し
、
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
た
留

学
生
の
声
も
積
極
的
に
生
か
し
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
４
月
に
改
正
入
管
法
が
施
行
さ
れ
、
日
本
社
会
は

よ
り
多
様
で
大
勢
の
外
国
人
と
共
に
生
き
る
時
代
に
向
か
っ
て
い

る
。
留
学
生
の
学
習
面
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
が
、
留
学
生
が
日
本

社
会
と
つ
な
が
っ
て
豊
か
に
人
生
を
切
り
拓
く
た
め
の
力
に
な
っ

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
後
一
層
力
を
入
れ
る
が
、
同
時

に
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
に
も
意
義
が
あ
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
。

新
し
い
時
代
に
向
か
う
学
生
は
、
卒
業
後
突
然
多
様
な
背
景
を
持

つ
人
と
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、
来
る
時
代
に
ど
の
よ
う
に
向
き

合
い
、
自
身
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
実
践
す

る
た
め
の
資
質
と
レ
デ
ィ
ネ
ス
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
本
学
在
籍
中
に
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
４
年
間
、

大
学
院
生
な
ら
２
年
な
い
し
３
年
間
を
過
ご
す
か
が
大
事
で
あ
る
。

大
学
は
そ
の
た
め
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け

を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
、
留
学
生
の
学
習
面
の
日
本
語
サ
ポ
ー

ト
は
、
本
稿
で
示
し
た
と
お
り
、
留
学
生
に
有
意
義
な
だ
け
で
は

な
く
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
に
と
っ
て
も
豊
か
な
学
び
を
も
た
ら
す
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活
動
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
異
文
化
間
教
育
の
領
域
で
は
、
齊
藤・

黒
田
（
２
０
１
９
）
の
よ
う
な
研
究
も
出
て
き
て
い
る
と
き
で
も

あ
る
。
真
摯
に
取
り
組
め
ば
、
意
思
が
伝
わ
り
、
サ
ポ
ー
ト
が
得

ら
れ
る
規
模
で
あ
る
本
学
の
良
さ
を
生
か
し
、
次
の
時
代
を
作
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
に
も
尽
力
し
た
い
。 

齊
藤
美
穂・

黒
田
千
晴
（
２
０
１
９
）「
日
本
語
学
習
者
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
の
活
動
が
も
た
ら
す
日
本
人
学
生
の
気
づ
き
」『
異 

文
化
間
教
育
』
第
49
号
、
異
文
化
間
教
育
学
会
、
１
１
０
―
１
２

７
。

立
教
大
学
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
副
専
攻
」

　

https://spirit.rikkyo.ac.jp/rm
p/Pages/default.aspx

立
教
大
学
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
「
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」

　

https://w
w

w
.rikkyo.ac.jp/academ

ics/lifelong/secondstage/
new

sletter/

立
教
大
学
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
「
ス
ピ
ー
チ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
実

行
委
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　

https://cjle.rikkyo.ac.jp/essay/default.aspx

立
教
大
学
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
「
活
動
報
告
」

　

https://cjle.rikkyo.ac.jp/reports/default.aspx

立
教
大
学
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」

　

https://cjle.rikkyo.ac.jp/new
sletter/default.aspx
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